
 

 

第５号様式（第６条関係）  

 

綾西小学校 学校運営協議会会議録  

 

会 議 の 名 称 第２回 綾西小学校 学校運営協議会 

開 催 日 令和４年８月２５日（木） 

開 催 時 間 １４時３０分 ～１５時３０分 

開 催 場 所 綾西小学校 視聴覚室 

議 長 三橋周作 

出 席 者 

井田智之、栗原拓児、豊島洋次、金子正明、黒沢裕矢、

田邉智行、神尾里美、栗林祥子、三橋周作、村上滋、  

鈴木智子、金子恵子、奥永舞美、吉田雄一、安田武司  

齊藤妙世、安食真吾、萩原直子、青木幸太郎  

傍 聴 の 可 否 可 傍 聴 者 数 ０ 

会 議 の 内 容 

【議題】 

（１）会長挨拶 （２）校長挨拶 （３）委員紹介及び職員自己紹介  

（４）グループ協議（B、C、D の 3 つのグループに分かれた協議）  

  【協議の柱】Ｂ…「ＩＣＴの活用について」  

        Ｃ…「児童の安全について」  

        Ｄ…「児童の実態と対応について」  

【主な意見・決定事項など】 

【Ｂグループ】 

 ・図書とＩＣＴはセットであるべき。  

  →インターネット（Teams）で、本につなげるクエストを作ったらどう

か。 

 ・アナログからデジタルに切り替えられる大人の存在が必要  

 ・ゆくゆくは、タブレットを文房具のように当たり前に使ってほしい。 

 〇外部委員の方々に、実際に Teams を体験していただいたところ、オン 

ライン授業やオンラインでの会議の有効性を実感していた。  

 

【Ｃグループ】 

 ・古矢橋の交通量が増えているので、注意が必要。  

 ・水たまりができている箇所があるので、舗装が必要。  

 ・信号機をつけられないか。  

 ・城山公園の階段が老朽化している。  

 ・登校時より下校時の方が危険が伴う。  

  →学校としても引き続き指導をしていく。  



 

 

 ・自転車で左側を走ることの必要性をしっかり指導していってほしい。 

 

【Ｄグループ】 

 ・不登校児は少ないが、教室にいけない子が増えていて、ホットルーム  

を設置した。 

→その子の気持ちが聞ける場所があるのは大事。  

 一人の子に対して学校が振り回されているように感じることがあ  

る。先生がもっと強く出てもいいのではないか。  

 ・経験のある教員と若い教員とで指導力の差があるという課題がある。 

 ・保護者同士のコミュニティが学年が上がるにつれて希薄になってい  

る。だから、家庭同士のトラブルに先生が入らなくはいけなくなる。 

 ・見守り隊などで気になる子がいても、何年生の誰かが分からない。  

 ・学校と地域で温かい目で児童を育てている。  

 

 

【配付資料】 

レジュメ 

次回開催予定 未定 

 


